
廃校事例先進地視察報告《志和堀小学校跡地利活用検討準備委員会》 
 
視察場所 ：原田芸術文化交流館 やまそら 

（旧尾道市立原田中学校） 
日 時 ：平成 30年 2月 24 日(土) 
 
 
 
 
 
 
 
 
1．活用に至った経緯 

社協の事務所として検討するぐらいで、閉校後半年間 
ぐらいは具体的な動きはなかったが、地域の賑わいを生 
む施設として活用できないかと模索し、カフェスペース、 
ハンドメイド作品の販売、手仕事、一人暮らしの人向けの 
サロン、町内団体の活動拠点、加工品づくり・・・、また、 
郷土出身の陶芸家『矢形 勇』の記念館としての活用等 
を検討。 

 
2．運営 《NPO法人 原田芸術文化交流館を設立》 
活動経費 約 250万円（光熱水費、人件費等が主） 
〈施設利用料、イベント収益、物販、会費、寄附金〉 
で賄うこととし、補助金はしがらみがあり活用しない。 

・ イベント ➪マルシェ／プチ毎月  ・まるごと/年 2回 
・ 施設は市教委から、行政財産の目的外利用で 1年 
単位で借用（市も光熱水費等の一部を負担） 

 

行政財産の目的外利用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

尾道市原田町及び中学校の概要 
・世帯数 605 世帯 ・人口 1,250 人 ・戸数 約 400 戸 
・原田中学校  3 階建/延 1,230 ㎡ 
・校舎：昭和 53 年 4 月竣工 ・平成 26 年 3月閉校 
（グラウンドは市スポーツ広場として使用） 

※ 隣接して小学校もあるが、平成 29 年 3月閉校し、現 
在は何にも活用されていない。 

小学校→  
←中学校 

まるごとマルシェ/2000 人規模・年 2回 


